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某細菌学の専門家によると、私たちが健康を維持するための秘訣は、細菌やウイルスなどを体

から排除しようとするのではなく、彼らの存在を認め、可愛がって共に生きていく意識を持つことだ

そうです。実際、皮膚や腸内の常在菌は悪玉菌の侵入を防ぐバリヤとなってくれていますし、仮に

細菌が体内に侵入したとしても、そのほとんどは体の免疫力のアップに貢献しているといわれてい

ます。 

したがって、私たちの体を守ってくれている大切な細菌のためにも、抗菌グッズの過度の使用や

お風呂での体の洗いすぎにも配慮する必要があるのかもしれません。 

また、笑いや笑顔、ストレスの軽減などにより免疫力が高まることは、すでに実証済みだそうです

ので、たとえ忙しくても、楽しく充実した一日となるよう心がけてゆきたいものですね。 

熊川 良則（検査二科科長補佐）

ＤⅠ質問箱 
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アミラーゼアイソザイムの報告日数より早い膵臓関連の検査項目はないで

すか？

アミラーゼが高値のとき、膵臓由来（P型）か唾液腺由来（S型）かを診

断する指標となる検査がアミラーゼアイソザイムです。外注検査項目につき、検査結果

が出るまでに 3日程度要しますが、【P型アミラーゼ】については当検査センターで検査

をしています。

※生化学と同じタイミングで至急報告も可能です。

※アミラーゼが高値のとき、お電話いただければ追加検査もできます。

※依頼書には印刷されていません。欄外項目に「P型アミラーゼ」とご記入ください。

 

お問合せ：学術データインフォメーション（DI）まで 

0120-14-8734（フリーダイヤル） / 082-247-4325（ダイヤルイン）

【名称】 P 型アミラーゼ定量 

【保点】 48 点 判断料 155 点（生化学Ⅰ） ※包括外 

【レセプト名称】 アミラーゼ・アイソザイム 
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